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尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により3月定例会において別
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別紙                    氏 名  丸山 幸子     

質 問 事 項 

 

№  １－１  

防災・減災対策をより進めるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 政府は昨年12月13日、能登半島地震を踏まえ、避難所の取組指針・ガイド

ラインを改定しました。また、２月14日には、被災者支援の充実などを柱と

する災害対策基本法等の一部を改正する法律案が閣議決定され、公明党の強

力な推進により、災害法制に「福祉」の視点が明記されました。 

災害時、被災者が尊厳ある生活を営めるようにするために検討すべきこと

や、災害の起こる前に取り組むことができることなどについて、以下伺いま

す。 

 

（１）「スフィア基準」の運営方針を受けて 

   政府が発表した避難所の取組指針・ガイドラインの改定では、被災者

が尊厳ある生活を営める最低基準を示す「スフィア基準」が取り入れら

れました。能登半島地震の被災地でトイレが使えず、避難所で雑魚寝を

強いられる事態が発生したことを受け、国際基準を採用し、環境改善を

図ることとされました。 

今後、地方自治体に周知し、避難所の環境改善や備蓄強化を促すこと

とされていますが、本市の対応について伺います。 

 

（２）災害時に福祉的な支援を提供するために 

   災害関連死を招く大きな要因の一つに、地域の福祉機能の低下が挙げ

られます。被災地では、福祉サービスの継続や早期再開が難しく、高齢

者や障がい者などの「要配慮者」が適切なケアを受けられずに体調を悪

化させます。せっかく助けられた命を守るためにも、災害時に福祉的な

支援を迅速に提供できることが重要であります。 

ア 福祉避難所について 

    本市のホームページには、福祉避難所について「寝たきりの高齢

者、要介護、障がい等をお持ちの方などのための避難所です。」と記

載されております。福祉避難所の開設、運営について伺います。 

   

 ※ 申し合わせ事項に留意する 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子  

質 問 事 項 

 

№  １－２  

防災・減災対策をより進めるために 

 イ 在宅避難者への支援の仕組みづくりを 

    能登半島地震では、社会福祉士や介護福祉士、保育士などの専門家

で構成され、避難所での生活を福祉の面で支援する「災害派遣福祉

チーム（通称ＤＷＡＴ）」が各地の避難所や福祉避難所に派遣され、

避難所の環境改善や被災者の相談支援、日常生活支援などに当たりま

した。課題となったのは、在宅や車中泊で避難生活を送る人への支援

とのことです。在宅の要配慮者を支援する仕組みについて伺います。 

 

（３）災害時支援物資輸送について 

 本年、能登半島地震の被災地支援での教訓を基に、消防本部敷地内に

大型防災倉庫が新設される予定となっています。改めて、災害時の支援

物資輸送経路について伺います。  

 

（４）マイ・タイムラインの普及促進を 

   マイ・タイムラインとは住民一人ひとりのタイムライン（防災行動計

画）であり、台風等の接近による大雨によって河川の水位が上昇する時

に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、自ら考え命

を守る避難行動のための一助とするものです。 

本市が発行している尾張旭市防災ガイドブックの最後のページに「マ

イ・タイムラインを作成しよう」といったページがあります。しかし、

作りましょうだけではなかなか進まないのが実情です。東京都では、

「東京防災」、女性視点の「東京くらし防災」に併せて、「東京マイ・

タイムライン」が全戸配布されています。 

また、ホームページ上でも手書きで作るマイ・タイムラインシート

が、一般用、中高校生用、小学生用で掲載されています。本市ホーム

ページでは、国土交通省のホームページがリンクされておりますが、ど

のくらい活用されているのでしょうか。 

   また、静岡県富士市の防災アプリには、マイ・タイムラインの作成機

能があります。自宅の住所を登録すると周辺の土砂災害や津波、地震、

洪水などの災害リスクが表示され、それを基に逃げる場所や避難のタイ

ミングなど計画を検討することができるものです。 

本市における、更なるマイ・タイムラインの周知方法と啓発について

の考えを伺います。 

※ 申し合わせ事項に留意する 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子     

質 問 事 項 

 

№  １－３  

防災・減災対策をより進めるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（５）防災アプリに逃げ遅れを防ぐ機能を 

   先ほど紹介しました静岡県富士市の防災アプリには、逃げ遅れを防ぐ

機能があります。それは、避難行動要支援者とその近くにいて避難をサ

ポートできる人を結ぶ防災ヘルプ機能です。この機能により逃げ遅れに

よる被害の抑制につながることが期待されます。本市防災アプリに、こ

のような逃げ遅れを防ぐ機能を追加することはできないでしょうか。 

  

（６）防災士資格取得への支援を 

   防災士とは”自助”“共助”“協働”を原則として、社会の様々な

場で防災力を高める活動が期待され、そのための十分な意識と一定の

知識・技能を修得したことを日本防災士機構が認証した人です。（認

定特定非営利活動法人日本防災士機構） 

   その防災士の資格取得のためには研修、試験費用合わせて約７万円ほ

どかかります。自治体によっては、その費用の一部助成を行っておりま

す。防災への知識・技能を深め、平素からの防災・減災のための普及活

動、災害時は支援する側での活動力としての防災士の育成を本市でも推

進すべきであると考えます。本市の見解を伺います。 

ア 本市の防災士の現状 

イ 防災士育成に対する本市の見解について 

ウ 資格取得費用助成について 

 

（７）防災ベッド設置への助成について 

   能登半島地震発災を受け、本市でも、民間木造住宅耐震診断、民間木

造住宅耐震改修補助の問い合わせや申請が増加し、今年度は当初予算を

上回り、補正予算が組まれたところであります。また、本年１月には、

市役所ロビーにて耐震シェルターが展示され、防災意識の啓発にも努め

てみえるところであります。 

   そこで防災ベッド設置に対する助成制度について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子                                 

質 問 事 項 

 

№  ２   

保育士の負担軽減のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 昨年６月議会でも取り上げさせていただきました保育士の負担軽減につい

てですが、保育士が絵本の補修を行うなど、保育士の保育以外の仕事の実情

をお伝えさせていただきました。 

早速実施していただいた絵本のリサイクル事業についての成果、また、保

育以外のサポートについて伺います。 

 

（１）絵本のリサイクル事業の成果と今後について 

 

（２）保育以外のサポートについて 

   保育士が子どもたちと関わる時間を大切にしていただくためにも、保

育以外の仕事をサポートする人材が配置できればと思います。市内に

は、様々な活動をされているボランティア団体が多くありますので、

「こんなお手伝いをしてほしい」という現場の声と、「それならお手伝

いできます」といった声を結ぶことができればと考えますが、お考えを

お聞きします。 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子    

質 問 事 項 

 

№  ３   

ごみ収集事業の新たな取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 リサイクルひろばクルクルは、令和３年３月に開設され約４年が経過いた

しました。開設されてからの事業成果と、今後の展開などについて伺いま

す。 

 また、粗大ごみの出し方について、処理券の購入に関してネット決済を求

める御要望をいただきました。ネット決済に関しての市の見解を伺います。 

 

（１）リサイクルひろばクルクルの事業成果について 

   リサイクルひろばクルクルの開設から、約４年間の事業成果について

伺います。 

ア 種類別資源ごみ回収量の推移 

イ リユース促進の推移 

ウ おもちゃ病院について 

 

（２）情報提供の場としての活用を 

   リサイクルとしての資源ごみを持って来ていただいた方に、新たなプ

チ情報を提供できる場としての活用ができないでしょうか。クルクルご

み減量通信といった通信がありますが、こうした情報と共に、例えば野

菜くずで観葉植物や再生野菜（リボべジ）を作る方法など、プチ情報を

提供する場所としての活用について考えを伺います。 

 

（３）粗大ごみの処理券購入をネット決済でも可能に 

   粗大ごみの回収については、電話かネットで予約することになってい

ます。その後、処理券を購入することになっていますが、ネット予約し

た際に同時にネット決済ができると更に便利であると思います。 

全国では、ネット決済ができる自治体も見られます。ネット決済導入

についての考えを伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子    

質 問 事 項 

 

№  ４   

民生委員の負担軽減を 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 市ホームページには、「民生委員・児童委員は、民生委員法及び児童福祉

法に基づいて厚生労働大臣から委嘱された民間奉仕者で、低所得者の自立更

生の援護、高齢者、障がい者、児童、母子父子家庭などの福祉の向上、福祉

事務所への協力など、地域福祉の増進を目的に市内各地域に配置されま

す。」とあります。その民生委員の方から負担が大きい、自分も高齢で大

変、自分の後の後継者がいないとの御相談を受けました。民生委員の方に

は、日頃から大変にお世話になっております。少しでも負担軽減を図ること

ができないかを伺います。 

 

（１）民生委員の現状について 

   現在の民生委員の人数と実態調査などで訪問されている世帯数の平

均、民生委員の方の年齢など現状を伺います。 

 

（２）民生委員の担っていただいている役割について 

   夏の暑い時期に訪問しなければいけない事業が重なり、民生委員御自

身の体調も心配されるところであります。御本人に面会しなければいけ

ないものもあり、お会いできるまで何度も足を運ばなければならないな

ど、お聞きすればするほど大変なことであると感じます。民生委員の方

の担っていただいている役割について伺います。 

 

（３）民生委員の負担軽減を 

大変重要な役割を担っていただいている民生委員の皆様方です。人と

のコミュニケーションが薄れていると言われる社会にあって、声を聴

き、受入れ、共感し、困っていることには手を差し伸べる。地域になく

てはならない存在です。 

全国では、宮崎県の負担軽減のために地域の大学生や高校生によるＰ

Ｒ活動や、新潟県新潟市の民生委員協力員による活動サポート、石川県

野々市市のタブレット端末の導入などの事例が見られます。 

民生委員の方の負担軽減について市の見解を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


